
万感

KOUHOU MIBU

どこかなつかしくほのぼのと感じられた

　　羽生田地区のどんど焼き（関連記事16頁）
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●市町村合併特集

　宇都宮地域との合併協議会設置の

　直接請求手続き結果について

●国保・健康だより

●引っ越しの時の各種届出

●タクシー券の利用方法が変わります

●交通員の助成制度が始まります
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市町村合併特集
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　去る平成15年10月21日、市町村の合併の特例に関する法律に基づき、宇都宮地域

（宇都宮市、上三川町、上河内町、河内町及び高根沢町）との合併協議会の設置を

求める請求書が、請求代表者６名の方から、町選挙管理委員会の審査を経た署名簿

を添えて、町長に提出されました。

　町では、これを受け法律に基づき手続きを執リましたところ、宇都宮市長他４町

の首長はいずれも合併協議会の設置について「議会に付議しない」との回答があり、

１月22日にその旨を、宇都宮市長他４町の首長及び請求代表者の方への通知、公表、

並びに栃木県知事への報告をして、一連の手続きを終了しました。

　ここに、合併協議会設置の請求から手続き終了までを、一連の手続きに沿ってご

報告いたします。

合併協議会設置の直接請求手続きの流れ

　　合併協議会設置のための署名収集（請求代表者及び署名収集委任者により）

○収集期間　９月２日から10月１日

○署名者数　有権者数（31､873人）の50分の１以上（638人）の署名者数になったとき

　　　　　には、選挙管理委員会に提出。

○署名活動の結果、6､648人の署名を収集

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

　　　　　　　　　署名簿を壬生町選挙管理委員会に提出

○選挙管理委員会で署名簿を審査の結果、有効署名6､160人、無効署名488人と決定

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

　＼　　　　　　　　　　　署名簿を請求代表者に返付

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

　　　　　　請求代表者は、町長に署名簿を添付して、合併協議会設置を請求

１市４町の首長に意見照会　　　　　　

Ｉ

　町長は１市４町の首長に合併協議会設置について、議会に付議するか否かの意見照会

　○壬生町長から１市４町の首長宛に平成15年10月24日意見照会

　○１市４町の首長は、意見を求められた翌日から90日以内に回答



１市４町の首長いずれも「議会に付議しない」の回答

宇都宮市長
上月14日、「本市議会に付議しない］の回答。（宇都宮市、上三川町、

上河内町及び河内町で法定協議会の設置を目指しているため｡）

上三川町長
１月15日、「本町議会に付議しない」の回答。（宇都宮市、上三川町、

上河内町及び河内町で法定協議会の設置を目指しているため｡）

上河内町長
１月７目、「本町議会に付議しない」の回答。（宇都宮市、上三川町、

上河内町及び河内町で法定協議会の設置を目指しているため｡）

河内町長
１月15日、「本町議会に付議しない」の回答。（宇都宮市、上三川町、

上河内町及び河内町で法定協議会の設置を目指しているため｡）

高根沢町長

１月16日、「本町議会に付議しない」の回答。（宇都宮市、上三川町、

上河内町、河内町及び高根沢町による法定協議会の設置に関する提

案が否決されたため｡）

回答結果の通知、公表及び報告　　　　
Ｉ

　　全ての合併対象市町長（１市４町の首長）から回答を受理したため、１月22日に通知

　　　　　　　（１市４町の首長及び請求代表者宛）、公表及び報告（知事宛）

手続き終了　　　　　　　　　　　　
Ｉ

　　　　宇都宮地域（宇都宮市、上三川町、上河内町、河内町及び高根沢町）との

　　　　　　　　　　　合併協議会の設置は成立せず手続き終了

○合併対象市町長（１市４町の首長）の回答で、議会に付議しないという回答が１つでもあ

　る場合は手続き終了
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･::……:｀゛･市町村合併問題についてご意見をお寄せくださいj=

　市町村合併問題については、昨年市町村合併特集「みんなで考えよう市町村合併ロ」と題

して、清水町長の合併問題での町定例議会の答弁概要を掲載いたしましたが、今後ともこの

合併問題に問しては「壬生町の未来につながるまちづくり」ということで、住民の皆様のご

意見等をお寄せいただきたいと思います。

　ちなみに最近合併した東京都Ｎ市でのアンケート調査では、合併に満足は24‰不満が2

7‰　どちらともいえない49％でした。また、合併後、市は良くなったと思うから肯定がＨ

％に対して否定が43％に達し、さらに合併に至るまでの説明はあまり納得できず、もしく

はしないまま合併したが44％に対して、納得ずくは25％にとどまったという結果がでていま

す。壬生町としても住民の方に色々と情報を提供し、皆様のご意見をいただき、将来の壬生

町の方向付けの判断材料として参りたいと考えておりますので、ご理解を願いたいと思いま

す。

【市町村合併担当窓口】

　　　町総務部総務課 昔８１－１８０６

〒３２１－０２９２　壬生町通町12番22号

メールアドレス　　mibu＠t-cnet.　0r.　jp
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お医者さんのかかり方を見直しましょう

　注射や投薬、検査、処置などをやり直すため、医療費のムダ使いになるだけでなく

からだにとっても危険です。
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急患の場合は別として、
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時間外は加算料金がつくし、お医者さんの負担にもなりま

す。

ゲがりつすΞを持ちましょう

　病歴や体質などを把握してくれているので、治療効果も上がります。

百千言汗を受けましょう

　病気の早期発見、早期治療を心がけましょう。

　生活習慣を見直すきっかけにもなります。

こ　千言かで宍Å欲しがるのは、やめましょう＿　　匹Fｺｰ-=ご'_乙←ごｰ--Jt

　　　　　医療費のムダ使いです。

ズ　不万言懸回付きちんと聞きましょう

　　　お医者さんを信頼し、指示を守りましょう。

　かかりつけ医を決めておくと、いざというときに安心です

　かかりつけ医は、専門医や大病院への紹介もしてくれますので、病気のときだけでなく健

康管理全般のアドバイザーになってもらえます。

こんなときは14日以内に届出を！

世帯内に異動があったとき、

　　　　　　　　こんなとき
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世帯主は14日以内に届け出をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　届け出に必要なもの

他の市区町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

からはずれたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国籍の万が加入するとき

他の市区町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

外国籍の方がやめるとき

退職者医療制度の対象となったとき

同じ市区町村内で住所が変わったとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり､いっしよになったとき

出稼ぎや､長期の旅行に行＜とき

修学のため､別に住所を定めるとき

保険証をなくしたとき(あるいは汚れて使えなくなったとき)

他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめた証明書

被扶養者でない理由の証明書

保険証､母子健康手帳

保護廃止決定通知書

外国人登録証明書

　保険証

㎜㎜㎜㎜　　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜　国保と職場の健康保険の両方の保険証
　(後者が未交付の場合は加入したことを証
　明するもの)

　保険証、死亡を証明するもの

保険証、保護開始決定通知書

保険証、外国人登録証明書

保険証、年金証書

保険証

保険証、在学証明書

身分を証明するもの(使えなくなった保険証など)

４
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　　　　　　　　　　　医療費を大切にしましょう

　保険税は、加入者のみなさんが病気やけがをしたときの医療費にあてられます。

　医療費が増えると必然的に、給付の費用を補うために保険税を引き上げなければ

なりません。

　日頃から、健康づくりを心がけ、お医者さんのかかり方も見直して医療費を節約

しましよう。

一人当たり保険給付額と保険税額の推移（介護分は除く）

一人当たり保険給付額

(老人医療費拠出金を含む)

　　　　　　　(円)

180,000

170,000

１６

160,000

０

・一人当たり保険給付額（円）

參一人当たり保険税額（円）

―

－

－

―

Ｉ
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

平成10年度

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

平成11年度

－
－
－
１
－
－

平成12年度　平成13年度

一人当たり

保険税額（円）

　771599

　一一一一一
平成14年度

90,000

80,000

70,000

　　　　　　　　　　　医療費が増えている理由

　人目の増加や物価の上昇も一因ですが、他にも次のような理由が考えられます。

１　お医者さんのかかり方

　　お医者さんをかけもちしたり、お医者さんの指示を守らなかったりなど、医療費がか

　　さむお医者さんのかかり方をする人がいます。

２　人口構造の高齢化

　　　高齢社会で病気になりがちな高齢者の人口が増えています。

３　生活習慣病などの慢性疾患患者の増加

　　　長期療養を必要とする生活習慣病などの曹|生疾患患者が増えています。

４　医学・医療技術の進歩によるもの

　　　新しい機器や薬などが開発され、治療にかかる費用も増えています。

ヽ 一 一



食事を１日３回規則正しく摂っていない人の割合

40.0％

朝食の欠食率(｢平成10年度県民食生活等実態調査｣等)

　　　　　　　　　　　朝食の欠食率

　　　　　　10.0%　　　　20.0%　　　　30.0%

小学生

　　中高校生

20歳代の男性

30歳代の男性

　　　規則正しい食事をとっていない人（男性）□

％　　　　　　〃　　　　（女性）□
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20歳代　30歳代40歳代　50歳代　60歳代70歳以上

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
農
林
水
産
省
、
文
部
科
学
資
と
共
に
、
よ
り
よ
い
食
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
よ
う
に
「
食
生
活
指
針
」
を
作
成
し
、
町
で
も

啓
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１
　
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
ひ
と
り
で
、
ご
は
ん
を
た
べ
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
上
目
１
回
は
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
心
と
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
事
を
、
味
わ
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
・
毎
日
の
食
事
で
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
家
族
の
団
乗
や
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
　
１
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を

　
朝
食
を
抜
い
た
り
、
間
食
や
夜
食
を
と
り
す
ぎ
る
と
、
食
事

　
の
リ
ズ
ム
が
こ
わ
れ
ま
す
。
規
則
的
な
食
事
で
、
健
や
か
な

　
生
活
リ
ズ
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
朝
食
で
、
い
き
い
き
し
た
１
目
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
・
夜
食
や
間
食
は
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
飲
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を

　
１
目
3
0
品
目
以
上
の
食
品
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
・
煮
る
、
焼
く
、
蒸
す
な
ど
調
理
方
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
手
作
り
と
外
食
や
加
工
食
品
・
調
理
食
品
を
上
手
に
組
み
合

　
　
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

４
　
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と

　
ご
は
ん
を
主
食
に
し
た
和
食
中
心
の
食
生
活
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
穀
類
を
毎
食
と
っ
て
、
糖
質
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
を
適
正
に
保
ち
ま
し
ょ

　
・
日
本
の
気
候
・
風
土
に
適
し
て
い
る
お
米
な
ど
の
穀
類
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

５
　
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆
類
、
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

　
野
菜
摂
取
量
は
全
体
的
に
不
足
ぎ
み
で
す
。
野
菜
や
果
物
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
リ

　
ウ
ム
・
食
物
繊
維
・
ビ
タ
ミ
ン
等
は
、
循
環
器
疾
患
や
が
ん
な
ど
の
予
防
に
効
果

　
的
で
す
か
ら
、
じ
ょ
う
ず
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

６

健
康
だ
よ
り

56号

　
「
健
康
日
本
2
1
」
が
目
指
す
も
の
は
「
す
べ
て
の
人
々
が
健
や
か

で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
」
の
実
現
で
す
。

　
前
回
に
引
き
続
き
生
活
習
慣
病
と
か
か
わ
り
が
深
く
健
康
づ
く
り

に
と
っ
て
最
も
大
切
な
栄
養
・
食
習
慣
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

　
最
近
の
わ
が
国
は
、
飽
食
の
時
代
と
も
い
わ
れ
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
過
剰
や
食
生
活
の
乱
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
な
ど
い
ろ
い

ろ
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
「
時
間
が
な
い
か
ら
食
べ
な
い
」
「
お
な
か
が
す
い
た
ら
食
べ
る
」

「
好
き
な
物
だ
け
を
好
き
な
だ
け
食
べ
る
」
と
い
う
の
で
は
、
健
康

は
保
で
ま
せ
ん
。

　
現
在
町
で
は
こ
の
地
方
計
画
「
健
康
み
ぶ
2
1
」
を
策
定
中
で
す
が
、

作
成
す
る
に
あ
た
り
、
健
康
状
況
や
意
識
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

い
た
し
ま
し
た
。
食
事
を
「
１
日
、
３
同
規
則
正
し
く
摂
っ
て
い
な

い
」
人
の
割
合
は
、
下
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
、
男
性
の
3
0
歳
代
で

5
1
・
９
％
、
4
0
歳
代
で
3
4
・
６
％
、
女
性
の
2
0
歳
代
で
5
2
・
５
％
、

3
0
歳
代
で
3
3
・
Ｏ
％
と
、
2
0
歳
代
か
ら
4
0
歳
代
に
か
け
て
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
朝
食
の
欠
食
率
は
、
小
学
生
で
６
・
１
％
、

中
高
生
1
2
・
３
％
、
2
0
歳
代
、
3
0
歳
代
の
男
性
の
朝
食
の
欠
食
率
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
朝
食
を
摂
る
と
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で
き
、
血
糖
値
を
上
げ
、
体
温

が
上
昇
。
集
中
力
を
高
め
脳
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

　
若
い
世
代
で
の
食
生
活
の
乱
れ
が
気
に
な
り
ま
す
。



ヽ 一

　
・
１
日
の
野
菜
の
目
標
量
は
3
5
0
ｇ
（
う
ち
緑
黄
色
野
菜
1
2
0
ｇ
）
。
サ
ラ
ダ
、
お
ひ
た

　
　
し
、
な
べ
、
野
菜
炒
め
な
ど
、
魚
料
理
や
肉
料
理
と
Ｉ
緒
に
と
る
と
い
い
で
し
ょ

　
　
う
。

　
・
カ
ル
シ
ウ
ム
と
ミ
ネ
ラ
ル
は
大
切
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
毎
日
、
牛
乳
や
豆

　
　
類
・
小
魚
な
ど
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
に

　
　
は
、
思
春
期
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
貯
金
が
必
要
で
す
。

６
　
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
　
健
康
だ
よ
り
前
号
（
5
5
号
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
・
塩
辛
い
食
品
を
控
え
め
に
、
食
塩
は
１
日
1
0
ｇ
未
満
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
に
気
を
付
け
、
動
物
、
魚
、
植
物
脂
肪
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と

　
　
り
ま
し
ょ
う
。

　
・
食
品
や
外
食
を
選
ぶ
の
に
、
栄
養
成
分
表
示
を
み
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

　
　
う
。

７
　
適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に
見
合
っ
た
食
事
量
を

　
・
体
重
は
、
毎
日
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
美
し
さ
は
健
康
か
ら
。
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ

　
　
ン
不
足
等
を
招
き
、
貧
血
や
生
理
不
順
や
骨
粗
し
ょ
う
症
を
起
こ
し
ま
す
。

　
・
し
っ
か
り
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

８
　
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
活
か
し
、
と
き
に
は
新
し
い
料
理
も

　
日
本
に
は
す
ぐ
れ
た
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
旬
の
食
材
を
使
っ
て
、
地
域
の
産
物
を
活
か
そ
う
。

　
・
地
域
の
産
物
や
旬
の
食
材
を
使
う
と
共
に
、
行
事
食
を
取
り
入
れ
な
が
ら
自
然

　
　
の
恵
み
や
四
季
の
変
化
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
・
食
文
化
を
大
切
に
し
て
、
日
々
の
食
生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
食
材
に
関
す
る
知
識
や
料
理
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
・
と
き
に
は
新
し
い
料
理
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

９
　
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や
廃
棄
を
少
な
く

　
１
週
間
に
１
度
は
冷
蔵
庫
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
。

　
・
買
い
す
ぎ
、
作
り
す
ぎ
に
注
意
し
て
、
食
べ
残
し
の
な
い
適
量
を
心
が
け
ま
し
ょ

　
　
う
。

　
・
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
を
考
え
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
定
期
的
に
冷
蔵
庫
の
中
身
や
食
材
を
点
検
し
、
献
立
を
工
夫
し
て
食
べ
ま
し
ょ

　
　
う
。

あなたの肥満の程度は？

BMI(Body Mass hdex)＝体重(kg)/(身長(ｍ))２

例(身長□4m、体重70kgの人の場合)

　　70÷(1.74×1.74)＝23.1206

○BMIから見た肥満の判定

ＢＭＩ 判　定

～18.5 低　体　重
18.5～25 普通体重

25　～30 肥満(１度)

30　～35 肥満(２度)

35　～40 肥満(３度)

40　～ 肥満(４度)

　消費期限

定められた方法により保存した場合において、

腐敗・変質その他の食品の劣化に伴う衛生上

の危害が発生するおそれがないと認められる

期限を示す年月日。

　賞味期限

定められた方法により保存した場合において、

食品のすべての品質が十分保たれていると認

められる期限を示す年月日。　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漣晰

(日本肥満学会2000)

１
０
　
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
食
生
活
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
・
自
分
の
健
康
目
標
を
つ
く
り
、
食
生
活
を
点
検
す
る
習
慣
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
・
家
庭
や
仲
間
と
食
生
活
を
考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
・
学
校
や
家
庭
で
食
生
活
の
正
し
い
理
解
や
望
ま
し
い
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

　
　
う
。

　
・
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
食
生
活
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
親
世
代
の
食
生
活
習
慣
が

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
脅
か
す
時
代
に
」

　
「
食
生
活
指
針
」
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
私
た
ち
は
１
日
３
回
3
6
5
日
毎
日
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
１
食
Ｉ
食
が
体
を
作
る
わ

け
で
、
正
し
い
食
事
を
し
て
い
る
こ
と
で
健
康
が
維
持
さ
れ
ま
す
。
家
族
の
健
康
の

鍵
を
握
る
お
母
さ
ん
が
朝
食
の
欠
食
で
は
、
特
に
子
ど
も
の
身
体
や
心
の
発
達
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
『
食
育
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
食
育
と
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
身
体
に
よ
い
食
べ
物
を
自
分
で
選
ぶ
力
を
育
て
「
食
」
の
大
切
さ
を

学
び
、
正
し
い
食
習
慣
と
豊
か
な
こ
こ
ろ
を
身
に
付
け
る
教
育
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
　
食
べ
る
前
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　
「
い
た
だ
き
ま
す
」

　
　
食
べ
終
わ
っ
た
ら
ご
あ
い
さ
つ
　
　
「
ご
ち
そ
う
さ
声

　
　
は
し
と
茶
わ
ん
の
持
ち
方
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
　
好
き
な
も
の
ば
か
り
作
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
食
と
健
康
は
非
常
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
で
食
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
何
か
が
変
わ
る
き
っ

か
け
と
し
て
く
だ
さ
い
。

７

健を実
委と施40
員おす歳

１

以
上
の
方
（
婦
人
が
ん
検
診
は
3
0
歳
以
古
を
対
象
に
集
団
健
康
診
査
を

る
に
あ
た
り
、
「
平
成
1
6
年
度
の
集
団
健
診
申
込
書
」
を
地
区
保
健
委
員

し
て
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
よ
く
ご
覧
の
上
記
入
し
、
期
日
ま
で
に
保

さ
ん
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。



い
よ
い
よ
引
つ
越
し
の
季
節
で
す

　
い
よ
い
よ
引
っ
越
し
の
季
節
到
来
で

す
。
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
、
こ

の
時
期
、
引
っ
越
し
を
考
え
て
い
る
方
、

転
入
や
転
出
、
転
居
等
を
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
転
校
す
る
と
き

　
町
内
の
学
校
間
で
の
転
校

　
住
民
諜
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
、

転
居
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
の
発
行

す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与

証
明
書
」
を
持
っ
て
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
町
外
へ
の
転
校

　
担
任
の
先
生
を
通
じ
学
校
長
に
申
し

出
て
、
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与

証
明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ

ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
も

ら
っ
て
、
転
校
先
の
市
町
村
教
育
委
員

会
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
町
外
か
ら
の
転
校

　
住
民
課
発
行
の
「
住
民
異
動
届
」
と
、

転
入
前
に
在
学
し
て
い
た
学
校
が
発
行

す
る
「
在
学
証
明
書
」
「
教
科
書
給
与

証
明
書
」
「
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ

ン
タ
ー
の
加
入
に
関
す
る
書
類
」
を
持
っ

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
・
問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
諜
学
校
教
育

係
　
合
8
1
－
１
８
７
１

　
進
学
す
る
と
き

　
進
学
の
た
め
、
他
の
市
町
村
等
に
転

出
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
医
療

費
は
、
扶
養
考
な
ど
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
民
健
康

保
険
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
に
、
親

元
と
別
の
披
保
険
考
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

必
要
な
も
の

　
国
民
健
康
保
険
証
・
在
学
証
明
書
又

は
学
生
証
の
写
し
・
印
鑑

問
合
せ
先

　
民
生
部
保
健
課
国
民
健
康
保
険
保

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
３
６

手
続
き
先

　
民
生
部
住
民
課
住
民
係

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
8
1
－
１
８
２
４

　
稲
葉
出
張
所
　
　
昔
8
2
－
１
０
０
２

　
南
犬
飼
出
張
所
　
昔
8
6
－
０
０
０
４

ヽ －

引っ越しをされる時の届出一覧表

届
け
出
も
忘
れ
ず
に

種　類 内容と届け出期間 必　要　な　も　の

転入届

・他の市町村から引っ越し

　してきたとき
・住み始めてから14日以内

・印鑑

・前の市町村（前住所地）が発行した「転出証明書」

・国民健康保険に加入していた方は、申し出てください

・国民年金手帳（加入している方のみ）

・国民年金の受給者は住所変更届を社会保険事務所に提出してください

　（住民課に用紙があります）

・国民年金老齢福祉年金証書（受給している方のみ）

・母子健康手帳（該当している方のみ）

・介護保険受給資格証明書（該当している方のみ）

・身体障害者手帳・療育手帳（該当している方のみ）

・児童手当用所得証明書を持参して福祉課で手続きをしてください

　（該当している方のみ）

・妊産婦、乳幼児医療受給資格考証を持っていた方は、申し出てください

転居届

・壬生町内で引っ越しした

　とき
・住み始めてから14日以内

・印鑑

・国民健康保険証（加入している方のみ）

・国民年金老齢福祉年金証書（受給している方のみ）

・老人医療受給者証・老人健康手帳、高齢受給者証

　（該当している方のみ）

・介護保険被保険者証（該当している方のみ）

・身体障害者手帳・療育手帳（該当している方のみ）

・支援費受給者証（該当している方のみ）

・住民基本台帳カード（所有している方のみ）

・各種医療受給者証（該当している方のみ）

転出届

・壬生町から他の市町村に
　引っ越しするとき

・住み始めの日の前後14日
　以内

・印鑑

・印鑑登録証（登録している方のみ）

・国民健康保険証（加入している方のみ）

・老人医療受給者証・老人健康手帳、高齢受給者証

　（該当している方のみ）

・介護保険披保険者証（該当している方のみ）

・介護保険各種減額認定証（減額認定されている方）

・支援費受給者証（該当している方のみ）

・各種医療受給者証（該当している方のみ）

・住所地特例適用届（介護保険施設に入所している方）

・児童手当用所得証明書を交付請求してください

　（児童手当に該当している方のみ）

・ナンバープレートと標識交付証明書

　（125cc以下の原動機付き自転車を所有している方）

世帯変更

・世帯主の変更、世帯分離、

　合併など変更したとき

・変更した日からＨ日以内

・印鑑

・国民健康保険証（加入している方のみ）

その他の

届け出

・住所の番地を間違えている、名前に濁音がある又は無いなどの場合は、訂正しますので届け出てくだ

　さい

８



引
っ
越
し
の
目
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

前
も
っ
て
水
道
課
へ
閉
栓
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
の
際
は
、

住
所
・
氏
名
・
引
っ
越
し
日
時
・
引

っ
越
し
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

引
っ
越
し
ま
で
の
水
道
料
金
（
精
算

分
）
は
、
前
回
の
検
針
日
か
ら
引
っ

越
し
ま
で
の
使
用
量
を
も
と
に
計
算

い
た
し
ま
す
。

連
絡
（
閉
栓
の
手
続
き
）
を
い
た
だ

き
ま
せ
ん
と
、
水
道
を
使
用
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
引
き
続
き
料
金
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
水

道
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ
先

水
道
部
水
道
課
酋
８
２
１
２
２
６
０

「佳基カード」をご存知ですか=ご=?=====

水
道
の

　
閉
栓
手
続
き
を

　
　
　
忘
れ
ず
に
！

　希望する方に住民基本台帳カードを有料で交付しております。顔写真付きのものと、顔写真の付かないものの２種

類があり、希望によりどちらかを選択できます。

　　　　　　　顔写真付きの住基カードは身分証明としてお使いいただけます

　住基カードの交付申請については、下記のとおりです。

受付時間　月曜[]～金曜[]の9:00～17 : 00

　　　　　　(祝祭目、12月29日～１月３[]を除く)

回……受付場所　町民生部住民諜

交付手数料　500円

丿カードの有効期限　発行日より10年間

ｉ　申請に必要なもの

　○印鑑　○本人の顔写真貼付の身分証明書(運転免許証やパスポート等)

　○写真１枚(顔写真付きのカードを希望される場合)

住基カード（写真付）

　　　受付窓口でも写真撮影できますが、ご自身の写真を持参する場合はパスポート用の写真（4.5cmx3.5cm）で６ヶ

　　　月以内に撮影した正面・無帽・無背景のものをご用意ください。

※身分証明書のない方

　　本人に「照会書」を郵送しますので、必要事項を記入のうえ後日持参していただくことになります。

※カード交付は、お申し込み者数によってしばらくお待ちいただく場合や、後日受け取りに来ていただく場合もあり

　ます。

※原則本人の申請となります。本人以外の方から申請する場合は、提出書類等申諸方法が異なりますので、詳細につ

　きましては、下記までお問い合わせください。

○問合せ先　町民生部住民課　昔81－1823 ・1825

公的個人認証サービスが始まりました
　インターネットを通じて行政機関等に各種申請をする場合、印鑑を押していただいたり免許証等で本人確認をする

ことができないので、ＩＣカード（住民基本台帳カード）を用いて、電子的な申請書に電子署名（印鑑のかわり）と

電子証明書（印鑑登録証明書のかわり）を添付し行政機関に送信していただきます。その際必要となる電子証明書は、

住所のある市町村で住民基本台帳カードに入れることができます。これが公的個人認証サービスで、平成16年１月29

日田に制度がスタートしました。

回受付場所　町民生部住民諜

回手数料　３月末日までは無料。

　　　　　　４月からは500円となる予定です。

巾申請に必要な物

　住民基本台帳カード、顔写真入りの身分証明書等

本人以外の方から申請する場合は、提出書類等申諸方法が異なりますので、詳細につきましては、下記までお問い合

わせください。また、全国センターヘの通信可能時間が17 : 00までとなっているため、17 : 00間際の申請は受け付け

られない場合がありますので、留意願います。

○問合せ先　町民生部住民課　昔8ト1824

９



平成16年4月１日～

　　重度心身障害者タクシー料金助成券（タクシー券）

の利用方法が変わります

Tててて'=j??

　　電車、バス等の通常の交通機関を利用することが困難な重度心身障害児者の方が、通院などでタ

　クシーを利用する場合の料金を助成することにより、社会参加の促進を図ることを目的とします。

　　　壬生町内に住所があり、次のいずれかに該当する方

　　①身体障害者手帳を所有し、その障害の程度が１級または２級の方

　　②療育手帳を所有し、その障害の程度がＡ（Ａ１、Ａ２）の方

こ☆ﾝ成の方法

　　　助成対象者お一人につき、500円の助成券を一ケ月当たり８枚（96枚綴）に変更になります。　Ｔ

回の乗車につき利用できる助成券の枚数は、一ケ月８枚を超えない範囲内での制限はありません。

　助成券（タクシー券）は、一ヶ月ごとに色分けされており、各月ごとの有効期間が記載されてい

ます。有効期間前のものや有効期間を過ぎた助成券はご利用になれません。

＝元三券の交付

　　　助成券は申請のあった月分から交付します。年度中における再発行はできません。新年度分の助

＼　　成券は４月１日から交付します。

　　　　交付申請の際には、必ず次のものをお持ちください

　　　①身体障害者手帳又は療育手帳

　　　②印鑑

　　　③前年度の助成券

こ利用できるタクシー

- 一 一

一 一

　　壬生町内に事業所のあるタクシー会社のすべてのタクシーが利用できます。

≒用方法

　　助成券にはあらかじめ利用者氏名欄に助成対象者の氏名を記入しておき、乗車したタクシーから

　降りるとき、手帳を乗務員に見せるとともに、助成券を乗務員に渡してください。

ヰ言のときにはご利用になれません。

　　①助成対象者以外の方のみの乗車のとき。

　　　　(対象者のご家族の方でも、対象者が同乗していないときには利用できません｡)

　　②助成券が乗車前に切り離されているとき。

　　③助成券に対象者の氏名を記入していないとき。

　　④助成券が有効期間以外のとき。

　　⑤転出、死亡などされたとき。

　　⑥障害の程度が身障手帳１、２級又は療育手帳Ａ（Ａ１、Ａ２）に該当しなくなったとき。

　　　　☆不正の目的又は方法で助成券を利用した場合、助成額の返還を求めます。

今次のときには届出をしてください。

　　①転出、死亡などされたとき。

　　②町内転居、氏名変更などされたとき。

　　③障害の程度が身障手帳１、２級又は療育手帳Ａ（Ａ１、Ａ２）に該当しなくなったとき。

二回い合わせ・申し込み先　町民生部福祉課社会福祉係　昔８１－１８２９

10
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平成16年4月１日～

　知的障害者の方への

交通費の助成制度がはじまります

雪景力成の目的

　　　通学、通園等で定期的に電車やバス等の交通機関を利用される知的障害者の方に交通費を助成し、

　　その更生を援助することを目的とします。

帝対象者

　　壬生町内に住所があり、療育手帳を所有している方

　　介護を必要とする場合には、介護者も認められます。

　　タクシー料金の助成と重複して助成を受けることはできません。

●助成の対象となる費用

J=,:!　　・養護学校に通学するための費用

　　　・知的障害者更生施設や知的障害者授産施設に通園するための費用

　　　・知的障害児通園施設に通園するための費用　など

●助成の方法

j,……:｡･｡:　　通学，通園等で利用するために購入した電車やバスの定期乗車券の半額を助成します。

朧　ただし，一年間に助成する金額は48,000円が上限です。

●申請方法

言　　平成16年４月１日以降に購入した定期乗車券の分から申請を受付けます。購入してから１年以内

　゛　に申請してください。

　　　　申請の際には次のものをお持ちください。

①療育手帳

,.j,|;｡ﾌ!;･=i.･･　②定期乗車券

音　③通学，通園等をした事実を証する書類

鮒　④印鑑

言　⑤ご本人名義の口座番号言　⑤ご本人名義のロ座番号

◆問い合わせ先　町民生部福祉課社会福祉係　昔８１

寝
室
で
起
き
た
火
災
の
原
因
の
多
く
は
布
団

へ
の
着
火
。
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
こ

と
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
気
を
布
団

に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

屋
外

燃
え
や
す
い
も
の
を
外
に
放
置
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
家
の
周
り
を
整
理
整
と
ん
し
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１８ ２ ９

台
所

急
な
来
客
や
電
話
で
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
、
必
ず
火
を
消
し
て
い
ま

す
か
。
弱
火
に
す
る
だ
け
で
は
危
険
で

す
。
エ
プ
ロ
ン
な
ど
、
衣
服
へ
の
着
火

に
も
ご
注
意
を
。

リ
ビ
ン
グ

た
ば
こ
や
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や

す
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
古

い
電
化
製
品
や
コ
ン
セ
ン
ト
も
ホ
コ
リ

が
た
ま
る
と
出
火
原
因
に
な
り
ま
す
。

寝
室

ryり

危
険
ポ
イ
ン
ト

要
チ
ェ
ッ
ク
ー

　
平
成
Ｈ
年
中
、
全
国
で
約
６
万
３
千
作
の
火
災
が
発
生
し
、

か
け
が
え
の
な
い
命
や
大
切
な
財
産
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
も
、
平
成
1
6
年
１
月
中
だ
け
で
９
作
の
火
災
が
発
生
し
、

内
工
作
が
住
宅
火
災
で
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み

か
ら
発
生
す
る
住
宅
火
災
の
防
止
に
は
、
日
ご
ろ
の
心
が
け

と
と
も
に
、
住
宅
用
防
災
機
器
や
防
炎
品
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
が
と
て
も
効
果
的
で
す
。

｀ 心
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壬生町御里土地区画整理事業始まる

第
１
回
総
会
を
開
催

　
　
　
施
行
面
積
約
7
‐
9
j
l

　
平
成
５
年
５
月
か
ら
準
備
を
進
め
　
　
年
、
こ
の
間
役
員
の
み
な
さ
ん
、
そ

て
き
ま
し
た
、
壬
生
町
大
師
町
の
Ｉ
　
　
し
て
地
権
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大

部
区
域
を
施
行
地
区
と
す
る
、
壬
生
　
　
変
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

町
御
里
土
地
区
画
整
理
事
業
の
組
合
　
　
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

設
立
認
可
が
、
平
成
1
5
年
1
2
月
1
9
日
　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と
の
あ
い

に
栃
木
県
知
事
の
認
可
を
得
た
こ
と
　
　
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
清

を
受
け
て
、
去
る
１
月
1
8
日
、
町
中
　
　
水
英
世
町
長
、
高
橋
忍
県
土
木
部
長
、

央
公
民
館
に
お
い
て
、
同
組
合
の
第
　
　
鯉
沼
義
則
県
議
会
議
員
、
田
中
一
男

１
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
町
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
は
じ
め
に
、
同
組
合
　
　
　
こ
の
後
、
渡
辺
光
喜
氏
を
議
長
に

設
立
認
可
申
請
者
代
表
の
須
釜
作
一
　
　
選
出
し
議
事
が
進
め
ら
れ
、
同
組
合

氏
が
、
「
準
備
を
始
め
て
か
ら
1
0
余
　
　
の
理
事
1
2
名
、
監
事
３
名
、
評
価
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
名
を
選
任
し
、
理
事
長
に
須
釜
作

１
総
会
開
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
須
釜
作
一
氏
　
　
一
氏
を
選
出
す
る
な
ど
ヽ
　
Ｈ
議
案
が

滞
り
な
く
議
決
さ
れ
、
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
施
行
面
積
は
東
西
約
4
0
0
ｍ
、

南
北
約
2
5
0
ｍ
、
面
積
約
7
.
9
ｈ
で
、
地

区
内
の
人
目
は
現
在
約
1
5
0
人
が
、
計

画
人
ロ
で
は
約
5
0
0
人
を
目
標
と
し
、

平
成
1
8
年
度
か
ら
は
、
保
留
地
（
約

１
０
。
０
０
０
�
）
の
公
売
を
計
画
し

て
お
り
、
平
成
1
9
年
度
の
事
業
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

-

壬生町御里土地区画整理事業設計図

12



新たなる門出を祝福

第55回成人式千
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１
月
Ｈ
日
、
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
中
、

壬
生
中
央
公
民
館
と
南
犬
飼
中
学
校
体

育
館
の
２
会
場
で
、
5
6
1
名
の
新
成
人
を

迎
え
、
第
5
5
回
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

任
と
義
務
が
伴
っ
て
き
ま
す
が
、
大
人

と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　
成
人
者
挨
拶
で
は
、
成
人
者
を
代
表

し
て
、
壬
生
中
学
校
区
で
は
外
塚
順
子

さ
ん
が
、
南
犬
飼
中
学
校
区
で
は
大
垣

尚
良
さ
ん
が
、
新
成
人
と
し
て
の
抱
負

や
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
校
歌
を
斉
唱

し
て
第
一
部
の
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第
２
部
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
圭
フ
ン

ド
の
ペ
ア
ー
券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南
犬
飼
中

学
校
区
で
は
、
恩
師
作
成
に
よ
る
中
学

校
当
時
の
ビ
デ
オ
上
映
が
行
わ
れ
、
当

時
の
授
業
風
景
や
修
学
旅
行
、
運
動
会

な
ど
の
懐
か
し
い
場
面
で
は
、
歓
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
、
中
学
生
当
時
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

成
人
者
あ
い
さ
つ

「
自
覚
」
と
「
責
任
」
を
認
識
し
、

　
　
日
々
精
進
・
努
力
し
続
け
た
い順子さん

筰薇

　
新
春
の
良
き
日
、
私
た
ち
一
同
は
、

壬
生
町
長
様
を
は
じ
め
町
当
局
な
ら
び

に
関
係
者
の
皆
様
、
中
学
時
代
の
先
生

方
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
の
よ
う
な
盛

大
な
式
典
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
、

成
人
者
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
は
人
生
の
大
半
を
こ

の
壬
生
町
で
過
ご
し
、
共
に
成
長
し
友

情
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
進
路
に
進
み
、
中
に
は

自
分
の
目
標
の
た
め
壬
生
町
を
出
た
人

も
い
ま
す
。
実
際
、
私
も
現
在
は
東
京

の
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
高
校
を
卒

業
し
、
東
京
の
学
校
へ
通
っ
て
み
る
と
、

改
め
て
壬
生
町
の
よ
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
の
風
景
と
は
、
だ
い
ぶ

様
変
わ
り
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

昔
の
風
情
を
残
し
つ
つ
変
わ
っ
て
い
く

こ
の
壬
生
町
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
二
十
歳
と
い
う
人
生
の
節
目
に
あ
た

り
、
郷
土
に
対
す
る
恩
返
し
を
改
め
て

お
誓
い
す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
切
り

開
く
覚
悟
の
も
と
、
二
十
一
世
紀
の
日

本
を
背
負
う
成
人
と
し
て
の
「
自
覚
」

と
「
責
任
」
を
認
識
し
な
が
ら
、
日
々

精
進
・
努
力
し
続
け
て
参
り
ま
す
。
今

後
も
皆
々
様
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
・
ご

鞭
鐘
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
分
の
目
標
を
失
わ
ず

　
　
希
望
を
持
ち
歩
ん
で
い
き
た
い

大垣尚良さん

　
新
春
の
良
き
日
、
ご
来
賓
の
方
々
、

中
学
時
代
の
先
生
方
の
ご
臨
席
を
賜
り

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
が
迎
え
ら
れ

た
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　
こ
の
式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

方
に
、
成
人
者
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
多
く
の
仲
間

を
作
っ
た
こ
の
場
所
で
式
を
行
え
た
事

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
よ
り
成

長
さ
せ
る
た
め
に
、
大
変
意
義
深
い
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
毎
日
を
が
む

し
や
ら
に
過
ご
し
て
い
た
あ
の
頃
を
思

い
出
す
と
、
反
省
す
べ
き
点
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、

あ
の
頃
の
生
き
生
き
と
し
た
自
分
が
失

わ
れ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
な
気
も
い
た

し
ま
す
。

　
成
人
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
節
度

あ
る
行
動
を
と
り
、
社
会
に
貢
献
す
る

と
共
に
、
自
分
の
目
標
を
失
わ
ず
希
望

を
持
ち
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
次
世
代
に
胸
を
張
っ
て
残
せ

る
良
き
何
か
を
作
り
出
せ
る
よ
う
日
々

努
力
し
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
指

導
・
ご
鞭
鐘
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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まちのわだい
平
成
1
6
年
１
月
2
1
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
松
本

幸
三
氏
の
後
任
と
し
て
、
佐
藤

郁
夫
氏
（
安
塚
一
九
四
四
）
が

1
2
月
４
日
の
定
例
町
議
会
に
お

い
て
選
任
さ
れ
、
教
育
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

さらなる町の発展を願って　賀詞交歓会を開催
I-11161｣,.･.･　...･,一一a‘Z蝕ｓ

　　　□

新
教
育
委
員
に

　
　
佐
藤
郁
夫
氏

　新年を迎えた１月７日、壬生中央公民館中ホールにおいて、約400名

が出席し、賀詞交歓会を行ないました。

　はじめに清水町長が、「昨年はデフレ不況の煽りを受け行財政運営が

厳しい年であり、足利銀行が破綻するなど、暗い話題が多い年でありま

したが、町としては、『夢と活力にあふれた緑園都市』のまちづくりに

向かって進んでいることに感謝申し上げます｡」と述べ、まちづくりの

基盤整備、さらなる福祉や教育の充実、農業や商工業の活性化の推進、

そして市町村合併問題など、今後の抱負を述べました。

　続いて、来賓として佐藤勉衆議院議員、飯沼義則県議会議員、田中一

男町議会議長が祝辞を述べ、篠原宿太郎農業委員会長の発声で乾杯が行

われ、この後、下稲葉の出井喜好（喜節会会主）さん達による新春謡曲

が披露され、華やいだ雰囲気の中、新年を祝いました。

思いを文字に託し卒業記念作品を制作　安塚小学校

　安塚小学校６年生72名は、１月28[]、卒業記念にと畳

半畳もある用紙に思いの文字を書き上げました。

　この日は、栃木県教育委員会から派遣された特別非常

勤講師の飯塚まゆみさんの指導を受け、普段書いたこと

のない大きな用紙に、最初とまどいもありましたが、友

情、青春、親友、希望、未来といった学校生活や将来へ

の思いを、用紙いっぱいに力強く書き上げていました。

児童たちは、その出来ばえに大変満足そうでした。

　作品は卒業式当[]、会場に掲示され父兄のみなさん方

に見ていただくことになっています。

橋本佐―氏

ゲートボール審判員功労賞を受賞

　橋本佐一氏は、永年にわたり認定審判員として、審判の実務競技

の運営に携わり、ゲートボールの普及振興に多大の貢献をされたと

して、諾日本ゲートボール連合の審判員功労賃を受賞され、12月18

田こ開催された、栃木県ゲートボール協会役員会で、表彰状の伝達

を受けました。

　12月25Eﾖ、町長室を訪れ受賞の報告をしました。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

稲垣稔さん　福田柴さん
　栃木県自治会連合会自治振興功労者表彰

　１月22日、大平町おおひら町民ホールで開催され

た栃木県自治会連合会「平成15年度会長研修大会」

において、稲垣稔さん（ひばりケ丘）と福田栗さん

（六美町中央）が、栃木県自治会連合会自治振興功

労者表彰を受賞されました。

　両氏は、永年に亘り自治会長として、自治会の育

成・活動促進に努め、相互の連帯意識及び自治意識

の高揚を図り、良好な地域社会環境の形成に尽くさ

れた功績が認められたものです。
稲垣　稔さん

－

福田　柴さん

一 一 一 一

一 一

－

一 一 －

－

前列左から梁島さん、高田さん、田中さん、

後列左から、細井さん、館野さん、木島さん

　県庁を発着点とし日光市総合会館を折り返し点とする、総距離77.1

キロメートル、11区間で争われた第45回栃木県郡市対抗駅伝競走大会

が、１月25日開催されました。

　当日は晴天に恵まれ、県内郡市を代表する27チームが健脚を競いま

した。

　壬生町からは６名（田中めぐみ・高田晴奈・梁島エリカ〔以上壬生

中〕、木島通隆〔壬生高校〕、細井崇明〔明治大学・大字藤井〕、舘野

聡〔栃木信用金庫壬生支店Dの方が下都賀郡チームの選手団に選ば

れ、総合10位に入る活躍をしました。

壬生町学校美術展　1,000点の力作を展示

　１月17 ・18の２日間、町中央公民館中ホールで、第８回壬生町学

校美術展が開催されました。

　会場には、壬生中学校・南犬飼中学校の生徒の作品をはじめ、小

学校の児童たちが、授業などで描いた風景画やデザイン、木版画な

ど、約1､000点あまりの力作が会場狭しと展示され、来場者の目をと

どめていました。

15

広く見ていただき

たいと、壬生町教育会図画工作・美術部会の先生方や両中学校の

美術科・美術部の生徒が中心となって実施しています。同部会で

は、今後も全町の小・中学校の参加協力を得て、生徒たちの活動

の発表の場として、引き続き実施していきたいという。



壬
生
町
配
食
サ
Ｌ
ビ
ス
事
業
｛

　
　
　
　
　
よ
ろ
こ
ば
れ
る
手
づ
く
り
弁
当
市
兼
兼

　
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
を

対
象
に
、
平
成
1
5
年
1
0
月
Ｈ
日
か
ら
は

し
ま
っ
た
お
弁
当
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
。

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
約
３
ヶ
月
が
過
ぎ

た
１
月
2
0
日
、
現
場
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
お
弁
当
作
り
を
行
っ

て
い
る
の
は
、
町
か
ら
委
託
を
受
け
た

社
会
福
祉
法
人
栃
の
木
会
。
同
法
人
の

堀
江
正
美
事
務
長
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
の

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。
「
現
在
1
1
3
名
の
方
が
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
お
か
ず
は
手

料
理
で
、
お
年
寄
り
の
健
康
に
配
慮
し

た
料
理
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
正
月
料
理
や
七
草
粥
な
ど
季
節
感
の

も
の
や
、
誕
生
食
と
し
て
赤
飯
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。
将
来
は
個
々

の
健
康
状
態
を
配
慮
し
た
流
動
食
や
き

ざ
み
、
み
じ
ん
と
い
っ
た
調
理
の
も
の

や
、
現
在
昼
食
だ
け
の
配
食
を
、
朝
食

や
夕
食
、
土
・
日
の
配
食
も
考
え
て
い

き
た
い
。
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
実
際
に
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
別
井
ト
メ
さ

ん
（
安
塚
一
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
別

井
さ
ん
は
週
２
回
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
「
自
分
で
は
作
れ
な
い
よ
う
な
料

理
が
食
べ
ら
れ
、
と
て
も
お
い
し
く
、

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
」
と
の

こ
と
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
鰯
の

蒲
焼
き
、
青
梗
菜
の
ソ
テ
ー
、
ハ
ツ
頭

の
煮
付
け
、
も
や
し
と
人
参
の
ナ
ム
ル
、

厚
焼
き
た
ま
ご
、
漬
物
二
種
と
、
結
構

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
弁
当
を
届
け
て
い
る
の
は
、
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
全
男
さ

ん
、
「
お
昼
ま
で
に
受
け
持
ち
の
お
弁

当
を
配
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

　
　
な
か
な
か
話
し
て
る
時
間
は
な
い

　
　
け
ど
、
配
達
と
回
収
の
日
に
二
度
、

　
　
顔
を
見
る
こ
と
で
安
否
の
確
認
も

　
　
で
き
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま

　
　
し
た
。

　
一
つ
一

気
、

つ
こ
こ
ろ
を
込
め
て

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
概
要

●
事
業
実
施
主
体
　
壬
生
町

●
利
用
で
き
る
方

　
壬
生
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

老
衰
、
心
身
の
障
害
及
び
疾
病
等
の

理
由
に
よ
り
調
理
が
困
難
な
方
で
、

・
重
度
の
心
身
障
害
者
等

●
利
用
料
　
一
食
３
０
０
円

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
町
民
生
部
高
齢
対
策
諜

　
高
齢
福
祉
係
官
８
１
－
１
８
３
０

Ｌ ． ． ． ．

羽
生
田
子
ど
も
育
成
会

　
羽
生
田
子
ど
も
育
成
会
（
高
橋
健
也

会
長
）
で
は
、
１
月
Ｈ
日
羽
生
田
小
学

校
東
側
の
田
ん
ぼ
で
、
ど
ん
ど
焼
き
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
地
元
羽
生
田
小
学
校
の

児
童
や
す
け
が
い
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
集
ま
り
、
若
松
美
知
子
羽
生
田
小
学

校
長
か
ら
、
「
ど
ん
ど
焼
き
の
火
で
焼

い
た
ま
ゆ
玉
を
食
べ
る
と
、
病
気
に
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
食
べ
て
元
気
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
こ

と
、
ど
ん
ど
焼
き
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
育
成
会
の
み
な
さ
ん
が
準

備
し
た
、
門
松
・
し
め
縄
・
だ
る
ま
な

ど
を
、
わ
ら
や
竹
で
囲
ん
で
高
々
と
作
っ

た
櫓
に
、
子
ど
も
た
ち
が
火
を
つ
け
る

と
、
ま
た
た
く
ま
に
天
に
向
か
っ
て
燃

え
上
が
り
ま
し
た
。

　
親
子
連
れ
な
ど
集
ま
っ
た
約
５
０
０

人
の
み
な
さ
ん
は
、
ま
ゆ
玉
を
食
べ
て

今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
近
く
に
張
ら
れ
た
テ
ン

ト
で
は
、
育
成
会
の
お
母
さ
ん
方
や
、

す
け
が
い
保
育
園
の
保
護
貴
会
の
皆
さ

ん
が
用
意
し
た
豚
汁
を
ご
ち
そ
う
に
な

り
、
夜
の
一
時
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
帰
り
道
、
仲
良
く
帰
る
羽
生
田
小
学

校
６
年
生
、
篠
原
祐
亮
君
と
神
永
裕
樹

君
に
「
ど
ん
ど
焼
き
は
ど
う
で
し
た
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
ゆ
玉
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま

し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
ど
ん
ど
焼
き
が
毎
年

続
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
主
催
す
る
育
成
会
の
み
な
さ
ん
は
、

材
料
を
集
め
、
組
み
立
て
た
り
と
準
備

か
ら
後
作
づ
け
な
ど
、
ご
苦
労
が
多
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
遠
の
た
め

に
も
、
こ
の
伝
統
行
事
を
継
続
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。



斎藤ひよりちゃん（旭町）

　　　（H 15.2.3生）

並木優樹ちゃん

　　(上表町)

　(H12.2.5生)

小川聖月ちゃん

　　(下表町)

(H 12. 2.20生)

大栗麻友香ちゃん

　　(国谷新田)

　(H13.2.9生)

一

わ
が
寂
Ｑ

　
ワ
イ
ド
¨
¨
¨

黒川瑞姫ちゃん（六美町中央）

　　　　（H12.2.4生）

渡逍真菜美ちゃん（落合）

　　　（H 13.2.2生）

　次回は４月生まれのアイドルを募集します。

（締切３月19日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

一

-

ぷ
i･

i

･;ｔ j==1
１

べ1

Ｍ,s４

　１　１　　１　ｌ　ｉ　ｌ
れな

　｜　｜　｜

相

一

議-

　ｌ　ｊ

消
費
生

活

ﾋ･ご
関
連

7紅

ﾐF例

皇

よ
り
W

ア
パ
ー
ト

Ｑ
：
５
年
間
入
居
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト

　
を
退
去
し
た
が
、
敷
金
か
ら
ハ
ウ
ス

　
ク
リ
上
丁
ノ
グ
代
と
し
て
３
万
５
千

　
円
、
畳
替
え
代
と
し
て
５
万
円
、
諸

　
費
用
１
万
５
千
円
を
差
し
引
く
と
言

　
わ
れ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
グ
リ
ー
こ
Ｉ
ン

　
グ
代
と
畳
替
え
代
は
入
居
者
負
担
と

　
契
約
書
に
書
い
て
あ
る
。
仕
方
な
い

　
と
も
思
う
が
納
得
で
き
な
い
。

Ａ
：
借
主
が
負
担
す
る
費
用
は
、
原
状

　
回
復
に
必
要
な
費
用
の
み
で
す
。
原

　
状
回
復
に
含
ま
れ
な
い
費
用
を
請
求

　
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
貸
主
と
よ

　
く
話
し
合
い
減
額
等
し
て
も
ら
う
よ

　
う
粘
り
強
く
交
渉
し
ま
し
ょ
う
。
こ

　
の
事
例
の
よ
う
に
契
約
書
に
特
別
な

　
条
項
が
記
載
さ
れ
て
い
て
そ
れ
が
借

　
主
に
一
方
的
に
不
利
な
内
容
に
な
っ

　
て
い
る
場
合
そ
の
部
分
が
無
効
と
な

　
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
退
去
時
の
ト

　
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
入
居
時
に
は
貸

　
主
立
ち
会
い
で
現
状
を
確
認
し
た
り
、

　
契
約
書
の
内
容
を
確
認
す
る
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

国
際
電
話

Ｑ
：
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
国
際
電
話

　
の
利
用
料
を
請
求
さ
れ
た
。
２
日
間

　
利
用
し
た
と
あ
る
。
海
外
に
は
知
り

　
合
い
は
な
く
、
子
供
も
利
用
し
て
い

　
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
電
話
会
社
は

　
８
。
５
０
０
円
は
払
っ
て
も
ら
う
と

　
い
う
説
明
を
す
る
だ
け
で
納
得
で
き

　
な
い
。

Ａ
：
成
人
向
け
雑
誌
や
コ
ミ
ッ
ク
誌
上

　
な
ど
で
、
説
明
の
な
い
ま
ま
掲
載
さ

　
れ
て
い
る
国
際
電
話
に
よ
る
テ
レ
フ
ォ

　
ン
サ
ー
ビ
ス
を
気
付
か
ず
に
利
用
し

　
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
国

　
際
電
話
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
０
１

　
０
」
や
国
際
電
話
識
別
番
号
を
示
す

　
「
０
０
１
」
　
「
０
０
３
３
」
　
「
０
０
４

　
１
」
「
０
０
６
１
」
で
始
ま
る
番
号

　
は
海
外
へ
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り

　
ま
す
。
電
話
料
金
は
加
入
名
義
人
に

　
支
払
義
務
が
あ
る
こ
と
が
約
款
に
定

　
め
ら
れ
て
お
り
、
意
図
し
な
い
で
電

　
話
を
か
け
た
も
の
に
関
し
て
も
支
払

　
い
義
務
が
生
じ
ま
す
。
国
際
電
話
を

　
使
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
国
際
電
話

　
不
取
扱
い
手
続
き
を
敢
っ
て
く
だ
さ

　
い
。
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粂川　光ちゃん一朗ちゃんご兄弟（駅東）

秋沢　尚平ちゃんご兄弟（下坪）

野潭　陸人ちゃんご兄弟（上田）

鈴木　基夢ちゃんご兄弟（鹿沼）

ガキ）を省略させていただくことになりまし

た。通帳には、「ミブマチシュウニュウヤク」

からミブマチ○○諜又は出先名がカタカナで

記載されます。

　ご理解の上、ご協力をお願いいたします。

但し、福祉課の手当の記帳は、従来と同じミ

ブマチシュウニュウヤクと、水遠謀の振込の

記帳は、従来と同じミブマチキギョウスイと

記載されます。

　なお、口座振替の内容の詳細についてご確

認いただくときは、担当課にお問い合わせく

ださい。

●問合せ先会計課　�81-1863

寺
内
澄
夫
様
①
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ま
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